
TOP I C S

　若狭上中インターチェンジ周辺をコスモスでいっぱいにして来町者
をお出迎えしようと、鳥羽地区地域づくり協議会鳥羽を考える会とと
ばっ子保育園児が協力し
て、同園となりの空き地約
5,600㎡にコスモスの種を
まきました。
　当日は園児26人が小さ
な穴があいたカップに種を
入れ、シャカシャカと振って
歩きまわり種まきをしまし
た。
コスモスは9月ごろに見頃
を迎える予定です。

とばっ子保育園児コスモス種まき7/5

七夕おんがくあそび7/7

　県が河内で整備を進めている河内川ダムが
完成間近となっています。この日、地元に建設
されるダムに愛着をもってもらおうと熊川小学
校全校児童を対象にダムに直接ペンキで絵を
描く「お絵描き大会」が実施されました。
　それぞれ自分の名前の型紙やもみじの型紙
におもいおもいの色のペンキを塗り記念にしま
した。
　その後、平成28年度より熊川地区地域づく
り協議会と協力して育てているもみじの苗木を
ダム整備に活用してもらおうと贈呈しました。

河内川ダム「お絵描き大会」

　福井しあわせ元気大会(全国障害者スポーツ大会)に来県された皇太子さまは、
この日敦賀市でフットベースボールを観戦された後、若狭町（鳥浜）の福井県年縞
博物館を訪問され、山根一眞特別館長や中川毅立命館大教授の説明を受けなが
ら7万年分の年縞標本などを視察されました。沿道には多くの町民がお出迎えし
ました。

　「社会を明るくする運動」とは、全ての国民が、
犯罪や非行の防止とあやまちを犯した人の立ち
直りについて理解を深め、それぞれの立場にお
いて力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心
な地域社会を築くための運動で、毎年7月を強
調月間として全国で繰り広げられています。

　若狭町においてもこの日、啓発のため町内を
巡回するキャラバン隊の出発式が、リブラ若狭
講堂において行われました。
　保護司を中心に区長会や女性の会など町内の
各種団体で組織されたキャラバン隊は、その後、
町内の小・中学校や保育所、企業を巡回し、児
童や代表者に、この運動への協力を呼びかけま
した。

「社会を明るくする運動」キャラバン隊出発式7/1

　海水浴シーズンを迎えるにあたり、海の安全と繁栄を
祈願して浜開き式が開催されました。若狭三方漁業協同
組合(小川)において(一社)若狭三方五湖観光協会の主
催で神事が行われました。
　その後、竹越協会長は「今年香港の小学生の誘致にも
成功し、これからのインバウンドにも期待しています。ま
た7月から8月に花火大会も計画しており、たくさんのお
客様の来町をお待ちしております」と挨拶しました。

浜開き式7/5

防犯ステッカー寄贈7/3

　三方交番・駐在所連絡協議会が若狭町へ防犯ステッ
カーを寄贈しました。
　この日、増井文雄会長らがリブラ若狭にて中村教育
長に防犯ステッカーを24枚手渡ししました。
　増井会長は「このステッカーを三方地域の小・中学
校の通学路に貼ってもらい、不審者を抑止するのに役
立てて欲しい」と話していました。

　「七夕おんがくあそび」がパレア若狭音楽ホールで0歳から小学
2年までの親子30組が参加して開かれました。
　主に未就学児を対象に生の音楽を少しでも身近に感じてもらお
うと、森川かおるさん（ソプラノ）と木下翔太さん（ピアノ）、鈴木
麻依加さん（ピアノ）らが演奏・指導しました。
　子どもたちは生演奏を聞いたり、音に合わせて遊んだり、演奏
体験をしたりしてピアノの音に親しみました。

梅干し作り(シソ漬け)を体験7/11

　三方小学校が地元特産の「福井梅」について学ぼうと、6
月から収穫や塩漬けなど梅干し作りの作業を進めています。
この日6年生17人がシソ漬けを体験しました。
　児童たちは力強くシソを塩もみしてアクを抜いたり、梅酢と
シソを合わせたりする作業を黙々と集中して行っていました。
　夏休みには土用干しを行い、10月頃に完成し給食などで
味わう予定です。
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　この夏、若狭町から全国大会に出場する中・高校生の激
励会が、リブラ若狭講堂にて開催されました。
　インターハイ（ボート・剣道・柔道・陸上・ウエイトリフティ
ング・レスリング）各競技、全国高校文化祭かるた大会、全
国高等学校7人制ラグビーフットボール大会、全国かるた中
学生選手権大会に25名が出場します。この日は17名が参
加し、選手一人ひとりが意気込みを語りました。森下町長は
「暑い中での出場となりますが、体調には十分気をつけて頑
張ってください」と町特産の梅干しなどを送り激励しました。

全国大会出場者激励会

福井ミラクルエレファンツ「若狭町の日」開催

7/12

　気山小学校において姿勢を考えて健康になろうという講
演会が開かれました。
　京都府京丹後市より姿勢科学師山﨑紳子さんをお迎えし、
気山小PTAが主催しました。まず、骨格の構造から、よい姿
勢とはなにか？を考え、長年看護師をされた経験や、姿勢科
学の専門知識を取り入れ、姿勢が健康に結びつくという予防
科学のお話を、実
際親子で体を動か
しながら体験しま
した。参加者は姿
勢が重要なものだ
と実感したようで
した。

7/21

7/18 野木地区交通安全茶屋7/24

よい姿勢についての講演会 7/23

　この日、FBCかがやき基金の原資を拠出し、創設に関わら
れた有限会社エスエス様に対し森下町長から感謝状を贈呈
しました。これまで当基金の支援をいただいた若狭ものづく
り美学舎、熊川葛振興会、健康生きがいサポート互助会の
方々も出席し、各々お礼を述べました。
　森下町長は「若狭町に貢献し、活躍されているこれらの団
体にご支援いただ
き、ありがとうござ
いました。引き続
きより良い若狭町
になるよう、まちづ
くりに邁進します」
と述べました。

感謝状授与式

7/25

　三方小学校は平成23年より無農薬の「ゆりかご米」づくり
に取り組んでいます。今年も5月に田植えをした田んぼで孵
化したコイやフナの稚魚の調査を行いました。
　まず仕掛けた網を引き上げコイやフナを採取した後、元校
長の小嶋明男さんを講師にコイやフナの見分け方や、計測
のやり方などの指導を受けながら一匹一匹計測しました。魚
の数や、生息状況
を調査し、田んぼ
と生き物との共生
などについて学び
ました。その後、湖
の在来魚と特産振
興を図るため、三
方湖につながる川
に稚魚を放流しま
した。

三方小「ゆりかご米田んぼ」コイ・フナの調査放流　美浜町民広場野球場において、プロ野球BCリーグ福井ミラクルエ
レファンツ対信濃グランセローズ戦を「若狭町の日」として開催されま
した。
　開会式では、森下町長より「今年からエレファンツに若狭町出身の
上下選手が加わりました、ぜひ応援してください」などと挨拶し、始球
式を行いました。また、町職員も「わかさ梅ぼう」と一緒に、三方五湖
とレインボーライン、河内川ダムなどをPRしました。会場入口では、町
特産の梅ジュースや瓜割の水などを販売しました。試合後には、学童
野球チーム、中学校の野球部対象に野球教室も実施されました。

　野木公民館前の県道において、野木老人クラブ寿会の主催で交通
安全茶屋が行われました。
　若狭交通安全協会や小浜警察署の協力のもと、交通安全のチラシ

などをドライバーに手渡
し、交通安全を呼びか
けました。その後、上中
交番栢野所長による、
交通安全や特殊詐欺被
害防止のための講話を
聞きました。
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